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CFP算定の目的 

⚫ 算定の目的 

商品のライフサイクル（原材料・製造・販売・使用廃棄）を通じた温室効果ガス排出量を把握することで、今後の排出削減

の取組みに活用する。 

お客さまの生活に密着した商品で、Co2排出削減の取組みを数値化・開示することにより、お客さまの購買行動変容を促

す。かつ、イオントップバリュの環境取り組みをお客さまに訴求する。 

 

⚫ 参照ルール 

本算定ルールは、以下の規格等に基づき策定した。 

加⼯⾷品共通CFP 算定ガイド（農水省）2025 年３月 

ISO 14067:2018 

カーボンフットプリント ガイドライン（経済産業省・環境省）を参照 

 

製品のライフサイクルと使用したシナリオ 

⚫ 製品種別、算定単位 

製品種別、算定単位の詳細は下記の通り。 

カテゴリ 情報 

対象商品 ベストプライス かに風味かまぼこフレーク 120g 

  4902121280995 

  株式会社ニッスイ 八王子総合⼯場 東京都八王子市北野町 559-6 

対象商品の構成要素 加⼯⾷品の内容物、その販売形態の容器包装 

算定単位 1パックあたり 

 

⚫ システム境界とライフサイクルフロー 

原材料調達段階、生産段階、流通・販売段階、使用・維持管理段階、廃棄・リサイクル段階の以下の各プロセスを算定対

象とした。 
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⚫ 対象としたGHG 

CO2、CH4など、今回使用した排出係数データベース（国立研究開発法人産業技術総合研究所安全科学研究部門 

IDEA v3.4など）のデータに含まれるGHGを対象とした。 

 

⚫ カットオフ基準、カットオフ対象 

カットオフは可能な限り回避する。やむを得ずカットオフする場合には、カットオフ対象のプロセスのGHG排出量合計が、重量比

またはGHG総排出量比で判断して、ライフサイクル全体のGHG総排出量の5%以内に収まることが明らかに推計される場合

に限る。具体的には以下をカットオフの対象とした。 

 

部素材の総重量比による判断（活動量） 

原材料のうち、1%未満の添加物とその調達・輸送を総重量比で判断し、カットオフとした。 

カットオフ判断にあたっては、製品全体に占める重量と類似した原料の排出係数（IDEA v3.4）を考慮し、製品全体の

CFP算定に与える影響が僅かであることを確認した。 

 

GHG総排出量比による判断（プロセス） 

なし 

 

⚫ 算定対象期間 

CFPの算定対象期間は2023年4月1日～2025年6月30日 
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データ情報 

⚫ データ収集範囲に含まれるプロセス/データ収集項目 

 

自社データおよび2次データベースから、以下の考え方に基づいてCFP算定のための活動量・排出係数データを取得した。 

 

① 必要な全てのデータ（活動量データ・排出係数データ）について1次データの取得可否を確認し、取得可能なものは1次デー

タを使用した。 

ライフサイクルステージ毎の活動量収集が困難な場合は、合理的な手法に基づく配分を実施 

自社以外のライフサイクルステージにおいて活動量収集が困難な場合や企業の秘匿情報に該当し他社に開示が困難な場

合などは、活動量データと排出係数を明示することなく、排出量の値を収集 

流通・販売段階、使用・維持管理段階、廃棄・リサイクル段階など、製造・販売した全製品の活動量収集が困難な場合

は、合理的な手法に基づくシナリオを設定 

 

② 1次データが取得できない排出係数は、2次データを国立研究開発法人産業技術総合研究所 安全科学研究部門 IDEA 

Ver.3.4から取得した。併せて、「環境省 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧」

も利用した。 

 

自社データ 

 原材料調達段階 ：原材料（原材料、包装材料）の生産・輸送 

 生産段階        : 生産、保管、包装   

 流通・販売段階           ：出荷品の輸送、流通事業者輸送、小売店舗での販売 

 廃棄・リサイクル段階       ：消費者保管、調理片付け、消費者の出す廃棄物の輸送・廃棄処理  など 

 

2次データベース 

国立研究開発法人産業技術総合研究所 安全科学研究部門 IDEA Ver.3.4 

環境省  温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度における算定方法・排出係数一覧  



5  

CFP算定結果 

⚫ 算定結果 
 

ステージ 原材料調達 生産 流通・販売 
使用・維持管

理 

廃棄・リサイク

ル 
合計 

GHG排出量（kg-

CO2/1 パック） 
0.3755 0.1138 0.0230 0.0293 0.0011 0.5427 

GHG排出量の 

割合 
69.2% 21.0% 4.2% 5.4% 0.2% 100% 

 

 

 

 

算定結果は、原材料調達段階が最も排出が大きく、Cradle to Gateの段階で全体の排出量の９割を占めていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.2%

21.0%

4.2%
5.4% 0.2%

フィルム包装（リニューアル商品）のGHG排出量（kg-CO2/1パック）

原材料調達 生産 流通・販売 使用・維持管理 廃棄・リサイクル
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調査の限界と将来に向けた提言 

⚫ 算定における課題・不確実性 

 

今回の算定は、以前算定した同商品の包材リニューアル商品として算定した。変更点は、リニューアル商品はトレーをなくしフィ

ルム包装のみとしたが、旧包材商品では内容物をトレーに入れたものをフィルム包装し、ラベルを貼付けしたものだった。 

算定前から、包材の重量と質が変わることにより削減効果を見込んでいたが、数値として削減効果を表すことができた。 

 

今回算定の課題は、流通事業者輸送において、DCから多店舗にわたる輸送のため、１次データが収集できず、算定のスピ

ードを上げる観点からシナリオで推定し算定した。 

また、喫⾷方法も多数想定される商品のため、使用維持段階ではシナリオを使用しており、当商品固有の状況を反映してい

ない場合がある。 

 

 

CFP算定に際し、CFP算定のスピードと正確性を両立させる観点から、2次データベースや配分、シナリオを使用しており、当

製品固有の状況を反映していない場合がある。 

 

特に、ライフサイクルステージにおいてデータ取得が困難なプロセスは下記の通り対応した。 

⚫ 原材料調達段階 

原材料の添加物においては、添加物の主成分構成が不明で適切な２次データを取得できず、１％未満の添加物はカットオ

フし、その想定される排出量を割り戻した。 

⚫ 生産段階 

生産⼯場で発生する廃棄物は、再資源化としてサーマルリサイクルされているとの情報があったが、回収後の取り扱いが不明

だったため、保守的に考え回収エネルギーを加味しない焼却の排出量のみを採用することとした。 

⚫ 流通・販売段階 

配送拠点から小売店舗への輸送(卸-小売店舗間等)は、卸店舗の数量と移動距離が得られなかったため、各配送拠点を

エリアに区切り、エリアの最も遠距離の店舗と最も近距離の店舗を平均した距離を輸送シナリオとして設定した。 

⚫ 使用段階 

飲⾷・片付け段階は加⼯⾷品共通CFP 算定ガイドを基にシナリオを設定。 

消費者の保存・保管は、令和3年度エネルギーに関する年次報告（エネルギー白書2022）よりJIS C9801の電力消費量

を参照し、シナリオを設定した。 

⚫ 廃棄・リサイクル段階 

消費者の出す廃棄物の輸送・廃棄処理は家庭ごみ（一般廃棄物）、全量焼却処理する前提でシナリオを設定した。 

 

⚫ 今後のモニタリング・再算定の考え方 

今回の算定では、生産エネルギーの1次データが夏場を含まない包材リニューアル後3カ月のデータだったため、時間的範囲が

保守的ではなかったため使用しなかった。 

包材リニューアル商品として、１次データの時間的範囲を旧包材商品と同等として再算定する場合は、実績データを再取得

する必要がある。 

また、今後、流通事業者物流については配送全体をパターン化した活動量もしくは排出係数からシナリオを作成することが必

要と考える。 
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責任者・報告日 

⚫ LCAの責任者/LCAの実施者 

 

本算定におけるLCAの責任者/LCAの実施者は下記の通り。 

イオントップバリュ株式会社 

 

⚫ 報告日 

2025年9月16日 
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 Appendix 

 

⚫ 新旧包材のGHG排出量比較 

 

包材が関わる段階に限ったGHG排出量を抽出し、比較した結果を示す。算定の条件は本算定品と同様の条件とした。 

 

製品種別、算定単位の詳細は下記の通り。 

⚫ フィルム包装（リニューアル商品） 

⚫ トレー入り包装（旧商品） 

 

以下の包材が関わる段階のGHG排出量を合計した。 

（１）原材料調達段階におけるGHG排出量 

③包材 

④輸送（包材） 

⑨出荷用資材 

⑩輸送（出荷用資材） 

（３）流通・販売段階におけるGHG排出量 

⑰生産者輸送 

㉖輸送 

㉘廃棄物処理/リサイクル 

（５）廃棄・リサイクル段階におけるGHG排出量 

㉟廃棄物処理/リサイクル 

 

 

 ステージ 原材料調達 生産 流通・販売 
使用・維持

管理 

廃棄・リサイ

クル 
合計 

フィルム包装

（リニューア

ル商品） 

GHG排出量

（kg-CO2/1 パック） 
0.0109 0.0000 0.0214 0.0000 0.0011 0.0333 

変更後 
GHG排出量の

割合 
32.6% 0.0% 64.1% 0.0% 3.3% 100.0% 

トレー入り包

装（旧商

品） 

GHG排出量

（kg-CO2/1 パック） 
0.0263 0.0000 0.0227 0.0000 0.0025 0.0515 

変更前 
GHG排出量の

割合 
51.0% 0.0% 44.1% 0.0% 4.9% 100% 
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包材が関わる段階に限ったGHG排出量は、フィルム包装（リニューアル商品）とトレー入り包装（旧商品）で 

▲18.2g-CO2eq/1パックの差があり、フィルム包装（リニューアル商品）において35.4% GHG排出量が削減された。 

0 0.01 0.02 0.03 0.04 0.05 0.06

フィルム包装（リニューアル商品）

トレー入り包装（旧商品）

包材変更前後のGHG排出量比較

原材料調達 生産 流通・販売 使用・維持管理 廃棄・リサイクル


